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天然バターの色素であるバターエローが実験的肝癌を

起こナことは周知の事実であり, 人造 バターに用いる人

工着色料も発癌性の上から問題視され，硬化油を原料と

して人造バターをつくるばあい，比較的安全な着色剤と

しては,わずかに β－カロチンが使用されているにすぎな

い。しかしながら，|S－カロチンによる着色は天然のバタ

ーに比べやや赤味がかった暗い色調となる。そこで演者

らは八木，奥田らによって合成されたビタミンB,酪酸エ

ステルが栄養的にすぐれているばかりでなく，過剰に与

えても害作用がないと考えられる黄色の色素である点に

着目し，これによる硬化油の着色を試みた。

その結果硬化油にlOmg/lOOg  （FR とし て）の程度に

混合ナると鮮かな黄色となる。これを明るい室内に放置

すれば徐々に褐色するが，冷蔵庫内に放置ナる程度では

変色しない。

この色調を天然バターの色調に近づけるためには上記

のカロチンを混合することによって目的を達する。天然

バターと極めて類似の色調を得るばあいの両者の混合率

は重量比でほぼ1 : 5 と なり,実際問題としてβ－カロチン

1.5 mg/100 g， B2-But ８ mg/100 g の比率にそれぞれ硬

化油に添加すれば一見天然のバターと区別がつかない。

吸収スペクトルの詳細ならびに保存による変化につい

ても言及する。


